2006/02/10
(社)物理探査学会

　会　員　殿

（社）物理探査学会

会　　　長　　　牛島　恵輔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会誌編集委員長

会誌改革特別委員会委員長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       松岡　俊文

電子ジャーナル及びニュースレターの発刊についてのアンケート
会員の皆様には、日頃学会の発展のために学会活動にご参加いただき誠にありがとうございます。
本年1月１８日に開催された理事会において、会誌改革の一環として、会誌の電子化が議論され特別委員会を立ち上げて検討に入りました。会員サービスの向上を目的に、会誌の電子化と新しくニュースレターの発行を検討しております。これに関して、会員のご意見を広く聞きたく今回のアンケートに是非御協力下さい。

会誌の電子化には、投稿及び査読過程における電子化と、学会誌の配布の電子化があります。原稿の投稿を電子化することに関しては、既に学会講演論文集においても検討が進んでいます。投稿が電子化（例えばワードのファイルを送る）されることによって、投稿から発行までの時間短縮（査読等も電子化）が可能になると考えています。また、学会誌を電子ジャーナル化することにより、カラー図面の自由な利用と、将来的にはアニメーションなどの利用も可能かと考えられます。さらに、物理探査学会のホームページにおいて、各論文のアブストラクトなどの公開は、広く物理探査技術の普及にもつながると考えています。期末にはCD-ROMに編集して会員に配布することによりさらに利用価値が高まることを期待しています。

一方、ニュースレターはフルカラーの印刷物での発刊を検討しています。ニュースレターは、学会からのお知らせ・講習会の案内・時折折りのトピックス・ケーススタディー・新しい物理探査技術の紹介・企業広告等を編集する予定です。物理探査を専門としていない技術者にも興味を持って頂けるように編集し、PR誌的性格も持たせたいと考えています。また配布先については、学会員と同時に発注機関にも広く配布することも検討中です。
このように現在の学会誌（物理探査）が持っている機能を引き継ぎ、さらに拡張し、より会員へのサービス向上を目的に、２つの刊行物を検討中です。このような理事会の方針と考え方について会員各位のご意見をいただくために、本アンケートを実施いたします。アンケート内容は次ページの通りで、回答は、ファックスあるいはメール（メールの場合WEB上のアンケート用紙に記載の上事務局に送る）で事務局宛てにご返事をいただきたくお願いいたします。
FAX宛て先：（社）物理探査学会事務局　　FAX番号：０３－３７７４－５８５８

会員アンケート：会誌の電子化について　（締め切り　３月１０日）
会員名（匿名可）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組織名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Q1．学会誌（物理探査）の電子ジャーナル化をどう思われますか？

A1. □賛成，  □どちらかといえば賛成，　□どちらかといえば反対，　□時機尚早 （その理由をお書き下さい）
Q2. 学会誌配布のオンラインサービス（ホームページなどから電子ファイルをダウンロードするシステム）を開始した
場合、印刷物による学会誌の配布を希望しますか？

A2. □希望しない   　 □有料でも希望する （次の質問にお答え下さい）

Q3. 年間 いくらまでの費用負担なら希望しますか？
A3. □　　 　　　　　円ぐらいまで，　　　　　   □費用によらず希望する

Q4. CD-ROMでの配布を希望しますか？

A4. □希望しない   　 □有料でも希望する　（次の質問にお答え下さい）

Q5. 年間 いくらまでの費用負担なら希望しますか？
A5. □　　　　　　　　円ぐらいまで，　　　　　  □費用によらず希望する

Q6. 学会誌の発行回数は年に何回が適切と思いますか？（豪韓共同号を含めて）

A6. □６回（現状と同様），　　　　　　 　　　  □その他（　　回程度）

Q7. 論文投稿のオンラインサービス（ホームページや電子メールを使って電子ファイルでの投稿）を開始した場合，
利用しようと思いますか？

A7. □使いたい，　　　　□使ってもよい，　　　　□使いたくない（従来からの印刷物での投稿を希望）

Q8.　電子投稿用に図を含む原稿を作成する際に使用ソフトの希望があればお書きください。（複数選択可）
A8. □PDF、□MS Word、□TEX、□一太郎、□PS、□テキストエディター＋JPEGまたはGIF、
□その他（              　      　　　　　　）

Q9.ニュースレターの発刊にはどう思われますか？

A9.　□賛成，  □どちらかといえば賛成，　□どちらかといえば反対，　□反対 （その理由をお書き下さい）
Q10. ニュースレターの内容としてどれが適切と思いますか？（複数選択可）
A10. □時事のトピック，□学会からのお知らせ，□新技術・ソフトウェアの紹介，□事例紹介，□広告，
□その他（　　　　　                  　）

Q11. ニュースレターの発行回数は年に何回が適切と思いますか？

A11. （　　　　　回）

Q12. ニュースレターの配布先としてどこが適切と思いますか？

A12. □会員のみ，　□非会員や団体にも　（例えば：　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     ）

Q14. その他ご自由なご意見をお書き下さい












































































